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 都教委が日本自治委に回答 
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教
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、
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会
で
全
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立
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に
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▽
皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
。
日
本
自

治
委
員
会
議
長
兼
イ
ン
タ
ー
ス

ク
ー
ル
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長
の
平

松
け
ん
じ
で
す
。
今
日
か
ら
私
個

人
の
コ
ラ
ム
と
し
て
「は
し
り
が

き
」を
書
く
こ
と
と
し
た
。
ヤ
マ
ブ

キ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
編
集
長
だ
っ
た
時

代
の
ノ
リ
で
好
き
勝
手
書
い
て
い

く
ス
タ
イ
ル
で
や
っ
て
い
く
の
で
そ

こ
の
と
こ
ろ
よ
ろ
し
く
。
▽
さ
て

そ
ん
な
こ
ん
な
で
小
欄
を
執
筆
し

は
じ
め
た
わ
け
だ
が
、
そ
も
そ
も

私
の
こ
と
を
知
ら
な
い
人
も
た
く

さ
ん
い
る
よ
ね
。
と
い
う
こ
と
で

軽
く
自
己
紹
介
。
私
は
高
校
に
６

年
通
っ
た
自
他
と
も
に
認
め
る
変

人
。
高
校
５
年
目
の
秋
、
ち
ょ
っ
と

し
た
出
来
心
で
校
内
新
聞
を
作

り
始
め
た
ら
意
外
と
人
気
出
ち

ゃ
っ
て
調
子
に
乗
っ
て
、
今
も
ニ
ュ

ー
ス
サ
イ
ト
「
イ
ン
タ
ー
ス
ク
ー
ル

ジ
ャ
ー
ナ
ル
」を
運
営
し
て
い
る
。

▽
今
、
私
は
、
児
童
生
徒
の
自
由

と
人
権
が
蹂
躙
さ
れ
て
い
る
学
校

教
育
に
強
い
憤
り
を
感
じ
て
い

る
。
小
中
高
と
自
分
の
好
き
勝
手

に
生
き
て
き
た
私
か
ら
す
る
と
、

今
の
児
童
生
徒
は
監
獄
に
閉
じ

込
め
ら
れ
た
囚
人
の
よ
う
だ
。

「中
高
生
ら
し
く
」と
い
っ
た
意
味

不
明
な
年
齢
差
別
主
義
で
髪
型

や
服
装
を
厳
し
く
制
限
さ
れ
、

校
則
で
移
動
の
自
由
ま
で
奪
わ
れ

る
。
教
師
は
権
威
を
振
り
か
ざ
し

恐
怖
で
生
徒
を
支
配
し
、
時
に
は

「体
罰
」と
称
す
る
暴
力
に
及
ぶ
。

こ
ん
な
メ
チ
ャ
ク
チ
ャ
な
こ
と
が

許
さ
れ
る
「学
校
」
。
私
は
こ
ん
な

学
校
教
育
の
異
常
な
現
状
と
全

力
で
闘
っ
て
い
く
所
存
だ
。 

答
。
平
松
議
長
は
都
教
委
が

教
育
長
名
で
回
答
し
な
か
っ
た

こ
と
に
そ
の
場
で
抗
議
し
た
。 

  

そ
の
後
、
平
松
議
長
は
、
回

答
文
別
紙
を
作
成
し
た
都
教

委
指
導
企
画
課
・
美
越
統
括

指
導
主
事
に
回
答
の
趣
旨
に
つ

い
て
問
い
質
し
た
。
美
越
統
括

指
導
主
事
に
よ
る
と
、
都
教

委
は
、
４
日
に
開
か
れ
た
全
都

立
学
校
の
校
長
が
出
席
す
る

「
校
長
連
絡
会
」
で
都
立
小
山

台
高
校
の
事
例
を
示
し
て
、
対

象
者
の
学
年
、
能
力
、
水
温
、 

東
京
都
教
育
委
員
会(

都
教
委)

は
、
２
日
、
日
本
自
治
委
員
会
に

対
し
、
低
温
下
・
雨
天
下
水
泳
授

業
問
題
に
関
し
て
の
回
答
文
を
送

付
し
た
。
同
回
答
文
は
、
先
月
２

４
日
に
日
本
自
治
委
員
会
が
都
教

委
に
対
し
て
送
付
し
た
抗
議
文
へ

の
回
答
。
回
答
文
は
中
西
正
樹
・

都
教
育
庁
教
育
情
報
課
長
名
で

発
出
さ
れ
て
お
り
、
日
本
自
治
委

員
会
が
要
求
し
た
教
育
長
名
で
の

返
答
は
行
わ
れ
な
か
っ
た
。
都
教

委
は
回
答
文
の
中
で
、
日
本
自
治

委
員
会
が
要
求
し
た
４
項
目
に
つ

い
て
回
答
し
た(
＝
左
資
料
＝)

。 

 

都
教
委
の
回
答
を
受
け
、

日
本
自
治
委
員
会
の
平
松
け

ん
じ
議
長
は
、
５
日
夕
方
、
都

教
委
・
教
育
情
報
課
と
同
指

導
企
画
課
に
対
し
、
電
話
で

回
答
文
に
関
す
る
抗
議
と
、

回
答
の
真
意
に
つ
い
て
確
認

を
行
っ
た
。
電
話
の
中
で
都
教

委
教
育
情
報
課
・
利
根
川
課

長
代
理
は
「
事
案
決
定
規
程

で
教
育
情
報
課
が
対
応
す
る

と
い
う
こ
と
が
決
ま
っ
て
い

る
。
本
件
に
つ
い
て
は
課
長
決

定
区
分
と
い
う
こ
と
で
課
長

名
で
回
答
し
て
い
る
。
」と
回 
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気
温
、
学
習
内
容
等
を
考
慮

し
て
、
学
校
組
織
全
体
で
水

泳
授
業
の
実
施
の
可
否
を
判

断
す
る
よ
う
改
め
て
周
知
し

た
と
い
う
。
都
教
委
は
校
長

連
絡
会
で
の
周
知
を
受
け
、

「
状
況
を
見
守
り
た
い
」(

美

越
統
括
指
導
主
事)

と
し
て

お
り
、
全
都
的
な
調
査
・
点

検
と
都
教
委
の
強
い
リ
ー
ダ

シ
ッ
プ
に
よ
る
是
正
措
置
に

難
色
を
示
し
た
。 

 

都
教
委
の
回
答
を
受
け
、

日
本
自
治
委
員
会
は
平
松

議
長
の
談
話
を
発
表
し
、
一

部
遺
憾
と
し
つ
つ
も
一
定
の

評
価
を
下
し
た
。(

編
集
局) 
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都
教
委
が
聴
取 

都
小
山
台 

水
泳
後
に
５
人
が
保
健
室
へ 

 

東
京
都
立
高
校
に
お
け
る
低

温
下
・雨
天
下
水
泳
授
業
強
行

問
題
に
関
し
、
東
京
都
教
育
委

員
会
は
、
都
立
小
山
台
高
校
、

都
立
国
立
高
校
、
都
立
立
川

高
校
へ
の
聴
き
取
り
調
査
結
果 

を
、
５
日
、
明
ら
か
に
し
た
。
都

立
小
山
台
高
校
で
は
、
６
月
１

２
日
に
水
泳
授
業
が
行
わ
れ
た

後
、
保
健
室
に
生
徒
５
名
が
来

訪
し
て
い
た
事
実
が
新
た
に
明

ら
か
に
な
っ
た
。
当
日
、
水
泳
授 

業
が
行
わ
れ
た
際
の
気
温
・
水

温
は
、
気
温
２
２
度
、
水
温
が

２
０
度
だ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ま

で
同
校
の
青
木
副
校
長
は
、
授

業
途
中
に
男
子
生
徒
２
名
、
授

業
直
後
に
女
子
生
徒
が
体
調 

不
良
に
な
っ
た
旨

を
述
べ
て
い
た
が
、

今
回
、
都
教
委
の

聴
き
取
り
調
査
に

よ
り
新
た
に
体
調

不
良
者
の
人
数
が

増
え
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。(

編
集
局) 

【資料】日本自治委の要求と都教委の回答 
(１)小山台高校，国立高校，立川高校の３

校の水泳授業の指導方針を直ちに是正さ

せること。 

(都教委の回答) 

◯当該校の水泳授業の実施状況につい

て、聴き取り等により状況を把握した。 

◯文部科学省の「水泳の手引き(三訂

版)」を参考として、対象者の学年、能力、

水温、気温、学習内容等を考慮して、水

泳授業の実施の可否を判断するよう、校

長連絡会で改めて周知する。 

 

(２)都立学校全校において気温及び水温

が 23 度未満の低温下，及び雨天下の水

泳授業が行われていないか調査・点検す

ること。並びに，万一そういった事例を把

握した場合は，これを是正させること。 

(３)都立学校全校において，「水泳実施期

間中，雷が鳴っている場合を除き，温度・

天候にかかわらず水泳を実施する」運用

が行われているかどうかを調査し，存在す

るようであれば直ちに是正させること。 

(都教委の回答) 

◯水泳授業の実施の可否の判断につい

ては、対象者の学年、能力、水温、気温、

学習内容等を考慮することが大切であり、

毎年全都立学校対象のスポーツ施設等

安全管理講習会において、文科省の「水

泳の手引き(三訂版)」の内容を参考とし

て示している。 

◯今後とも、学校経営支援センターと連

携し、同様の事例が発生しないよう、引き

続き状況把握と学校への指導に努めてい

く。 

 

(４)１～３の要求を実行した際は，その旨を

ホームページ又はその他都民が確認でき

る方法で公表すること。 

(都教委の回答) 

◯個別の対応事例について、ホームペー

ジ等で公表することはしていない。 

低温雨天下

水泳授業問題 


